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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザにより提示された問い合わせに応答して推奨されたメディアコンテンツアイテム
セットの自動提示を提供する、コンピュータにより実行可能なコンテンツアイテム照会シ
ステムであって、
　ａ）コンテンツアイテムの所定セットのコンテンツアイテムの特徴付け属性間の相対的
類似度を表す重み付き関係データを提供するように作動可能な重み付き関係サブシステム
と、
　ｂ）前記特徴付け属性を含むユーザの問い合わせに応答して、前記特徴付け属性を重み
付けするユーザプロファイルデータと前記重み付き関係データとを受信するように結合さ
れ、前記特徴付け属性をノードとし該ノードが前記ユーザプロファイルデータの値により
重み付けられ該ノード間が前記重み付き関係データの値でリンクされているグラフの走査
を前記ユーザの問い合わせに含まれる特徴付け属性のノードを始点ノードとして実行し、
その結果得られた各走査パスの累積の前記ユーザプロファイルデータと前記重み付き関係
データの値に基づいて各走査パスを順序付け、それにより各走査パスの終点ノードの前記
特徴付け属性に対応するコンテンツアイテムが順序付けられたリストを提供するように機
能する照会サブシステムと、
　ｃ）コンテンツアイテムに相関付けられたユーザ行為挙動を受信するように前記照会サ
ブシステムに結合され、前記ユーザプロファイルデータを前記照会サブシステムに提供す
る行為解析サブシステムと、
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を含むことを特徴とするコンテンツアイテム照会システム。
【請求項２】
　コンテンツ照会サーバシステムが供する異なるコンテンツアイテムへのクライアントシ
ステムによる遠隔アクセスを、通信ネットワークを介して、サポートするコンテンツ照会
サーバシステムであって、
　ａ）コンテンツ関係システムが参照可能なコンテンツの特徴付け属性間の類似度を定め
る重み付きコンテンツ関係情報へのアクセスを提供するコンテンツ関係システムと、
　ｂ）コンテンツ照会サーバシステムにアクセスする際における前記クライアントシステ
ムのユーザのナビゲーション行為を反映するプロファイリング情報を収集し、そして前記
コンテンツ関係システムによって参照可能であり、且つ前記クライアントシステムのユー
ザによって選択可能なコンテンツに関する前記重み付きコンテンツ関係情報と結合可能な
プロファイルデータを与えるプロファイリングシステムと、
を含むことを特徴とするコンテンツ照会サーバシステム。
【請求項３】
　前記プロファイリングシステムは、前記クライアントシステムの前記ユーザにより選択
可能な前記コンテンツの特徴付け属性に関する前記重み付きコンテンツ関係情報と結合可
能なプロファイルデータを提供することを特徴とする請求項２に記載のコンテンツ照会サ
ーバシステム。
【請求項４】
　前記プロファイリング情報は、コンテンツの特定事例に対する興味の明示的指示と興味
の暗示的指示とを反映することを特徴とする請求項３に記載のコンテンツ照会サーバシス
テム。
【請求項５】
　前記興味の暗示的指示は、コンテンツの特定事例の選択及び試聴継続時間から得られる
ことを特徴とする請求項４に記載のコンテンツ照会サーバシステム。
【請求項６】
　ユーザにより提示された問い合わせに応答して推奨メディアコンテンツアイテムセット
を自動提示を提供する、コンピュータにより実行可能なコンテンツアイテム照会システム
であって、
　ａ）コンテンツアイテムの所定セットのコンテンツアイテムの特徴付け属性間の相対的
類似度を表す重み付き関係データを蓄積する第１のデータベースと、
　ｂ）コンテンツアイテムの特徴付け属性に関する重み付き評価と信頼性レベルを含むユ
ーザプロファイルデータを蓄積する第２のデータベースと、
　ｃ）前記第１のデータベースと前記第２のデータベースとに結合して前記重み付き関係
データと前記ユーザプロファイルデータとにアクセスする照会発生システムと
を備え、この照会発生システムは前記特徴付け属性を含むユーザの問い合わせに応答して
、前記特徴付け属性をノードとし該ノードが前記重み付き評価と信頼性レベルの値で重み
付けられ該ノード間が前記重み付き関係データの値でリンクされているグラフ走査を前記
ユーザの問い合わせに含まれる特徴付け属性のノードを始点ノードとして実行し、その結
果得られた各走査パスの累積の前記重み付き評価と信頼性レベルの値と前記重み付き関係
データの値に基づいて各走査パスを順序付け、それにより各走査パスの終点ノードの前記
特徴付け属性に対応するコンテンツアイテムの順序付けられたリストを提供することを特
徴とするコンテンツアイテム照会システム。
【請求項７】
　前記コンテンツアイテム照会システムは前記ユーザに対話形式で応答して、前記ユーザ
の問い合わせとユーザの挙動を表わすユーザ入力とを受け、そして前記コンテンツアイテ
ム照会システムは前記第２のデータベースと結合したプロファイル更新システムを更に備
えて、前記コンテンツアイテムに関連したユーザの挙動に応じて前記ユーザに一致するユ
ーザプロファイルデータを更新することを特徴とする請求項６に記載のコンテンツアイテ
ム照会システム。
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【請求項８】
　前記ユーザの挙動は前記コンテンツアイテムに関連した所定の属性データを与え、前記
プロファイル更新システムは前記所定の属性データで前記第２のデータベースを更新する
ことを特徴とする請求項７に記載のコンテンツアイテム照会システム。
【請求項９】
　前記ユーザの挙動はナビゲーションとコンテンツアイテム選択行為とを含むことを特徴
とする請求項８に記載のコンテンツアイテム照会システム。
【請求項１０】
　前記属性データは所定のコンテンツアイテムにおいて前記ユーザによる暗示的関心レベ
ルを定めていることを特徴とする請求項９に記載のコンテンツアイテム照会システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　　（技術分野）
　本発明は、一般的に、代替情報ソースコンテンツの収集、処理、及び、ユーザへの表示
に関するもので、具体的には、代替コンテンツソースの推奨をサポートするための、コン
テンツ関係及びユーザ挙動パターンに基づくソースコンテンツ代替案の選択的及び自動化
された作成に関する。
【０００２】
　　（背景技術）
　音楽、書籍、ビデオ、及び、他のコンテンツソースなど、ユーザが購入するのに入手可
能である一般に娯楽指向のメディアアイテムの数は増え続けている。少なくとも一部のユ
ーザに利用可能な今日現存するシステムは、１つで３０万を超える個々の音楽コンパクト
ディスクの詳細をユーザの購入のために呈示することができる。新しいコンテンツタイト
ルの継続的な追加のほか、ＭＰ３やデジタル音楽ソフトウエアなどの新しいコンテンツ技
術の開発及び採用と共に、ソースコンテンツの収集が増大している。すなわち、潜在的購
入者は、買うべき適切なアイテムを快適に選択するのに時間と出費のかなりの投資に直面
する。
【０００３】
　既存のソースコンテンツ選択システムは、アーティスト、コレクション、及び、タイト
ルの使用を遙かに超えたコンテンツ検索をサポートするにはかなり非効率的である。従っ
て、ユーザは、かれらが別個に知っているか、又は、メディア情報の他のソースを通じて
知っているメディアアイテムだけにかれらの検索を通常は限定している。これらの他のソ
ースは、一般大衆が特定のコンテンツアイテムを理解し得るかどうか、及び、一般大衆の
どの層が理解し得るのかの指示をもたらすには一般に十分である。特定のユーザがある与
えられたアイテムを楽しむ又は理解することになるか否かに関しては、何の指示も与えら
れず、確実に推測できるものは何もない。
【０００４】
　少なくとも娯楽メディアコンテンツについては、ユーザの特定のコンテンツアイテムの
理解は、ユーザの他のコンテンツタイトルの理解の強い可能性を示唆することができると
いう考えがある程度容認されている。この考えを利用するように構築されたシステムは、
限定された結果に遭遇した。明らかに神経ネットワークに基づくエキスパートシステムで
ある１つの公知のシステムは、コンテンツ又は脈絡的観点から音楽アイテム間の関係を考
慮することなく、純粋にユーザ間の類似度に基づいて他のコンテンツタイトルの推奨を判
断して提供する。これらのシステムは、ユーザに対して与えられた推奨が不正確になりが
ちである初期「教育」期間をそれらが必要とするという欠点を有する。別の欠点は、ユー
ザには推奨の背景にある理由が分からず、従って推奨を信用しないということである。ど
のような推奨が与えられてもその信用の欠如は、システムの有用性を直接的に低下させる
。更に、このようなシステムは、広範なユーザ趣向の間の最小公分母を反映する推奨を生
み出す傾向がある。その結果、これらのシステムは、通常、１９８０年代のポピュラー音
楽のみなどの単一包括的スタイルの中での潜在的理解を反映する推奨を提供する。これら
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のシステムは、「デスメタル（Ｄｅａｔｈ　Ｍｅｔａｌ）」及び「クラッシック」などの
広範な音楽範囲に亘る推奨を効果的に提供することができるようには見えない。
【０００５】
　別の公知のシステムは、アイテムの所定のコンテンツ又はスタイルに基づいて特定のコ
ンテンツアイテムを推奨する。このようなシステムは、手作業によりほぼ確立されており
、各メディアアイテムの広範囲で尚かつ詳細な理解を必要とする。基本的な知識に基づく
システムを確立することさえも、時間や他の経費の十分な投資が必要である。従って、こ
れらのシステムは、コンテンツを関係づけるために、「ドラマ」や「コメディ」などの幅
広いカテゴリーなど、アイテム間の極度に単純化された関係を通常は採用する。これらの
カテゴリーは多数のコンテンツアイテムを包含するので、カテゴリーに対するユーザのい
かなる選択も推奨の同じく大きなセットを戻す可能性が高く、従って、ユーザにとってか
なり有益である可能性は低い。
　最後に、これらの既存のシステムのいずれも、推奨検索における実質的に最終の終点で
ある推奨を生み出す。推奨に関連する更なるアイテムを検索する何の明確な能力もユーザ
に対して提供されていない。すなわち、ユーザは推奨を持ったままの状態にされることが
多く、これらの推奨はほとんど正しいが、そのコンテンツを購入／消費するのに必要なレ
ベルまでユーザの消費傾向を上昇させない。
【０００６】
　　（発明の開示）
　本発明の全体的な目的は、従って、ユーザの個人的なメディアコンテンツの興味に一致
するメディアアイテム推奨のセットを配送するために、コンテンツに基づくフィルタリン
グと累進的に改良される協調型フィルタリングとを組み合わせるシステムを提供すること
である。
　この目的は、本発明において、ネットワーク通信システムに接続されたコンピュータサ
ーバシステムを通じてメディアコンテンツ推奨を供給するシステム及び方法を準備するこ
とにより達成される。コンピュータサーバシステムは、メディアコンテンツ及び関連情報
を含むメディアコンテンツアイテムの第１データベースと、第１データベース内のメディ
アコンテンツアイテムに対して限定する属性関係データを識別して提供するメディアコン
テンツフィルタとにアクセスできることが好ましい。メディアコンテンツ推奨は、ネット
ワークに接続されたインタフェースを通じて潜在的な個人的興味の調査及び検討のために
メディアコンテンツアイテムをユーザに呈示する段階、呈示されたメディア内容アイテム
間におけるユーザ主導のナビゲーションと関連情報に対するユーザ要求とを通じて示唆さ
れるメディアコンテンツアイテムの検討を監視する段階、メディアコンテンツアイテムに
関するユーザの相対的検討を反映するユーザ重み付きデータセットを創出するために監視
データを収集する段階、及び、ユーザへ再呈示するための第１データベースからアクセス
可能なメディアコンテンツアイテムセットを識別するためにメディア内容フィルタと協調
してユーザ重み付きデータセットを評価する段階を含む、一連の段階を通じてユーザの個
人化された興味に対して特に調整されている。
【０００７】
　すなわち、本システムの作動は、音楽、ビデオ、及び、他のコンテンツ形態などのメデ
ィアコンテンツアイテムを多くの特徴付ける属性に基づいて相互に関連づけることができ
る検討を反映している。これらの特徴付ける属性又は類似度の強さは、かなり異なる形態
又は種類のメディアアイテムの間でさえも、これらのコンテンツに基づく関係を更に形成
するのに使用される。本発明の作動の更なる態様は、そのようなコンテンツに基づく関係
の累進的又は継続的な自己協調的を含む協調的発達を準備する。
【０００８】
　本発明の利点は、従って、コンテンツシステムと協調的推奨システムとの与えられた結
合により、ユーザの個人化された興味に対して特に調整された推奨を配送することができ
るということである。
　本発明の別の利点は、本システムが特定ユーザと他のユーザとの間の適用可能な類似度
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の範囲を柔軟に判断し、その適用範囲内でアイテムを推奨することである。
　本発明の更なる利点は、非常に多岐に亘るメディアコンテンツの興味を有するユーザの
選択をグループの協調的関係が反映する場合でさえも、システムの個々のユーザ向けに創
出された自己協調的関係は、個別化された推奨の創出を許すことである。
　本発明の更なる別の利点は、本システムにより、多重レベルのメディアコンテンツ関係
情報を捕捉し、特化されたメディアコンテンツアイテム推奨を準備する際に評価可能なデ
ータとして使用できるということである。
【０００９】
　本発明の更に別の利点は、特定ユーザから、また、特定ユーザを考慮して、示唆的及び
明示的な協調データが捕捉され、グループ及び個人の両方の興味プロフィールの継続的創
出をサポートすることである。暗示的協調データは、異なるメディアコンテンツアイテム
を調査して検討するというユーザの自己主導的行為から都合良く得られる。すなわち、調
査するアイテムの選択及びこのようなアイテムの検討の長さと性質とは、特定のメディア
コンテンツアイテムへのユーザの相対的興味を推論的に反映している。同じく引き出され
た推論の信頼性レベルを創出することができ、同じ及び緊密に類似するメディアコンテン
ツアイテムを調査して検討するユーザ行為の継続的監視を通じて改善することができる。
異なるメディアコンテンツアイテムに対するユーザの興味のレベル及び性質に関してユー
ザによってもたらされた明示的情報は、グループ及び個別化協調データに組み込むことが
できる信頼性の高い情報を提供する。
　本発明のこれら及び他の利点及び形態は、同様の参照番号が各図を通じて同様の部品を
示す添付図面と関連して検討される場合に、本発明の以下の詳細な説明を検討することに
よって更に良く理解されたものになるであろう。
【００１０】
　　（発明を実施するための最良の形態）
　本発明は、ユーザが後で購入するか又は他の方法で取得し得る異なるメディアコンテン
ツアイテムに関する推奨ソースをユーザに準備するように作動する。これらのメディアコ
ンテンツアイテムは、コンテンツ属性により特徴付けることができるコンテンツの広範な
任意の潜在的に消費可能な単位である。コンテンツは、視聴覚作品と、ストリーミング及
び静止画像及びクリップと、単独又は他のコンテンツに付随する文書及び資料とを含む呈
示形式の開いた集合のいずれかで表示、サンプリング、使用、及び、消費してもよい。オ
ーディオコンテンツの例証的な場合において、メディアコンテンツアイテムは、音楽サン
プル、流行歌トラック、及び、コレクションとも呼ぶ場合があるアルバム及びコンパクト
・ディスクであってもよい。音楽ビデオ、カバー美術、及び、ライナーノートは、別々に
消費可能な独立メディアコンテンツアイテムとして、又は、妥当な場合には、流行歌トラ
ック及びコレクションの構成要素として処理してもよい。
【００１１】
　図１Ａに示すように、本発明の好ましい実施形態１０は、インターネットなどの通信ネ
ットワーク上で行なわれる業務処理の範囲内でメディアコンテンツアイテム推奨の創出を
準備する。本発明のシステム及び方法は、通信ネットワーク１６を通じてサーバコンピュ
ータシステム１８により呈示される情報にアクセスしてそれを通してナビゲートするため
に従来の「ウェブ」ブラウザアプリケーションなどのネットワークアクセス・サポート・
インタフェース１４を有するユーザコンピュータシステム１２を操作するユーザに対して
準備することが好ましい。好ましくは、ユーザが操作する「ウェブ」ブラウザ１４は、サ
ーバコンピュータシステム１８からユーザコンピュータシステム１２に戻す場合などのス
トリーミング視聴覚データの呈示をサポートする差込ユニット及びアプリケーションを含
むか又はそれらで拡張される。
【００１２】
　推奨要求及びナビゲーション的要求は、実際的には、ユーザによってサーバシステム１
８内の照会システム２０に呈示される。ユーザから提供され照会システム２０の処理から
暗示的に得られた明示的プロファイリングデータは、サーバシステム１８によって処理２



(6) JP 4743740 B2 2011.8.10

10

20

30

40

50

２及び記憶２４されることが好ましい。集められたこの明示的及び特に暗示的プロファイ
リングデータは、その後、特定ユーザに対して個別化する推奨を提供するために使用され
る。個人から収集されたプロファイリングデータもまた結合されるのが好ましく、照会シ
ステム２０により別に生成されるかもしれない個別化推奨を修正及び拡張する協調的に創
出された基準を形成する。
【００１３】
　本発明の現在好ましい実施形態では、コンテンツアイテム関係情報のエキスパート編集
データベース２６は、メディアコンテンツアイテム推奨を発生させる別の基準として使用
される。このデータベース２６は、特徴付け属性の共有又は類似度に基づいて、異なるメ
ディアコンテンツアイテム間の論理接続を指定することが好ましい。音楽系のオーディオ
メディアコンテンツの場合、これらの特徴付け属性は、異なる音楽コンテンツアイテム間
に発生する経験的に定義されたジャンル区別として認識されてもよい。これらの区別は、
オーケストラ、ブルース、及び、流行歌などの何らかの包括的カテゴリー又はスタイルに
、及び、恐らくは、１９８０年代の「ダンス」、「ロック国歌」、及び、「テクノ・アン
ビエント・シンス・ミキシズ（Ｔｅｃｈｎｏ－Ａｍｂｉｅｎｔ　Ｓｙｎｔｈ　Ｍｉｘｅｓ
）」などのいくらかもう少し記述的なカテゴリーに該当すると特定してもよい。本発明に
関連して利用される区別のレベルは、主に、詳細な関係特徴付けデータの利用可能性とサ
ーバコンピュータシステム１８の処理能力及び処理量の制約とに基づいて経験的に判断可
能である。
【００１４】
　コンテンツアイテム関係データベース２６は、異なるメディアコンテンツアイテムの間
でデータベース２６において識別された関係の強さを確立する役目をする相対的重み付け
係数を記憶することが好ましい。同じくこれらの重み付けは、異なる区別可能な特徴付け
属性の確立と共に、エキスパーツ又はエキスパートシステムにより編集されることが好ま
しい。本発明と使用するのに適切な好ましいデータベース２６は、米国フロリダ州ＦＬ３
３０６５、コーラル・スプリングス、コーラル・リッジ・ドライブ４２５０所在のアライ
アンス・エンターテインメント・コーポレーションの子会社である、米国ミシガン州ＭＩ
４８１０４、アン・アーバー、スイート４００、イースト・リバティ３０１所在のオール
・メディア・ガイドから購入することができる。
【００１５】
　照会システム２０は、従ってユーザがもたらした要求で作動し、通常、そのユーザが特
に興味のありそうだと思われる推奨メディアコンテンツアイテムセットを提供するために
、何らかのメディアコンテンツアイテム又はアーティスト、個別及び協調プロフィール２
４、及び、コンテンツ関係２６を識別する。ブラウザ１４で好ましく呈示されているよう
に、ユーザは、特定コンテンツアイテムのサンプル要求を含め、推奨セットをいろいろと
ナビゲートしてもよい。コンテンツサンプル２８のデータベースは、サーバコンピュータ
システム１８の一部として、直接、又は、考慮されている本発明の好ましい実施形態にお
いては、ソースプロバイダ、コンテンツ管理、又は、他の当事者により外部的にサポート
されるか又はそれがホストになるサーバシステム１８の論理構成要素として提供されても
よい。いずれの場合も、コンテンツサンプルは、ユーザに呈示するためにユーザブラウザ
１４に戻される。適用可能な場合にいかなる呈示されたコンテンツサンプルをも含む推奨
セットの調査及び検討に基づいて、ユーザは、更なる検索と新しい推奨セットの生成とを
要求してもよく、通常、要求の一部として前回の推奨メディアコンテンツアイテムを識別
するか、又は、メディアコンテンツアイテムの購入及び配送を要求する。本発明によれば
、呈示された推奨セットのユーザナビゲーションと個別及びグループのメディアコンテン
ツアイテムを調査して検討する際のユーザ行為とは、プロファイルデータ２４の累進的修
正及び改良で利用される。サーバシステム１８により受信されたナビゲーションイベント
と、追加情報及びコンテンツサンプル２８の要求とは直ちに監視される。他の情報は、ユ
ーザの無行為期間中に得ることができ、特に何らかのメディアコンテンツアイテム情報又
はコンテンツサンプルが要求された後に得ることができる。すなわち、明らかに特定のメ
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ディアアイテムに関する何らかの個人情報データを調査するユーザにより費やされた時間
量、又は、音楽クリップを聴いて費やされた時間は、特定メディアコンテンツアイテムに
対するユーザの興味レベルに関する暗示的情報を提供する。拡張によって、この暗示的な
興味レベルはまた、類似の特徴付け属性を有する他のメディアコンテンツアイテムに対す
る可能性の高い興味のレベルを示唆するのに使用することができる。ユーザ行為から集め
られた示唆的情報は、以前に記憶されたプロファイルデータ２４の追加及び改良として処
理２２及び記憶されることが好ましい。
【００１６】
　何らかの推奨メディアコンテンツアイテムの調査及び検討がユーザの購入意思決定を促
す場合、ユーザは、選択されたメディアコンテンツアイテムのユーザコンピュータシステ
ム１２への配送３０をもたらす電子購入取引（図示しない）を実行してもよい。配信され
るメディアコンテンツアイテムは、第三者のコンテンツ履行サーバ又は他の類似のサービ
スから取得されるのが好ましい。配信構成要素３０は、個別の配信サービスプロバイダに
より、又は、コンテンツ履行サービスプロバイダにより実行することができる。
【００１７】
　本発明の好ましい実施形態で実行される処理の概要を図２に示す。処理３６は、推奨セ
ットの生成を命令する少なくとも初期基準としてソース情報４０を供給するようにユーザ
３８に対して促すように作動する。この情報４０は、メディアトラック、アーティスト、
及び、コレクションなどのメディアコンテンツ及びメディアコンテンツアイテムの異なる
種類及び事例における興味レベルの明確な表示をもたらす場合がある。これらの表示又は
評価は、全てのユーザを対象とした推奨セットの生成に関連した一般的な使用と、特にそ
れぞれのユーザを対象にした生成に関する一般的な使用との両方のために記憶される。評
価は、ユーザプロファイル２４として記憶されることが好ましい。
【００１８】
　特定されたメディアコンテンツアイテムに何らかの点で類似したメディアコンテンツを
見つける要求などのユーザ３８からの入力要求３８は、応答推奨セットをユーザ３８に生
成して戻すためにシステム処理４２を通じて処理する目的で提出される。予め定義された
コンテンツ関係２６は、システム処理４２に関連して検索及び評価される。推奨セットを
気の向くまま見ているユーザ３８の行為はまた、推奨セットに呈示された特定のメディア
コンテンツアイテムに関するユーザの興味を少なくともある程度反映するものとしてシス
テム処理４２によって考慮される。これらの反映された、すなわち、示唆された興味レベ
ルは、システム処理４２により定量化及び定性化されることが好ましく、得られる情報は
ユーザ及びグループプロファイル２４に組み込まれる。
【００１９】
　本発明の好ましい実施形態では、システム処理４２は、推奨セットを準備する処理を通
じて幾つかの作業表４４を利用する。これらの作業表４４は、潜在的に推奨可能なメディ
アコンテンツアイテムの間の中間的関係の一時的かつ修正可能な記憶を準備する。すなわ
ち、本発明の好ましい実施形態において、システム処理４２は、推奨セットを発生するの
に多重的手法をとってもよく、その後に、これらの手法の結果を組み合わせてユーザ３８
に呈示する推奨セットを生み出すことができる。一旦このような中間結果手法がアイテム
間のコンテンツ関係を考慮することができると、ユーザ３８は、非常に興味がある又は楽
しいと評価され、コンテンツ関係データベース２６を通じて識別可能な他のアイテムは、
類似の特徴付け属性を有すると評価される。別の中間結果手法では、ユーザ３８には識別
できるほど既知ではなく高度又は広範囲と評価されたメディアコンテンツアイテムの基準
として、最初にユーザプロファイルを相関することに集中してもよい。
【００２０】
　第１の場合では、ユーザ３８は、メディアコンテンツアイテムのマスターリストからユ
ーザに知られていて興味があるメディアコンテンツアイテムを選択する。この選択は、特
定的又は累積的に検討された特徴付け属性などの何らかの結びつきによりユーザ３８が選
択したメディアコンテンツアイテムにリンクされているコンテンツ関係データベース２６
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る。コンテンツ関係データベース２６は、限定する情報を提供し、各属性関係の強さ又は
重みを反映するほか、リンク関係を識別する。システム処理４２は、この自動的検討の生
成物としてメディアコンテンツアイテムセットを生成し、それらは、考慮された時に、こ
の特定評価手法に基づくユーザが選択した１つ又は複数のメディアコンテンツアイテムと
最も強い関係の結合を有する。好ましくは、この中間セットは、一時的に作業表４４に維
持される。
【００２１】
　第２の場合では、ユーザ３８は、メディアコンテンツアイテムのマスターリストから公
知及び十分に尊重されたメディアコンテンツアイテムを選択してもよい。システム処理４
２は、ユーザ３８により評価されたメディアコンテンツアイテムと類似の評価を反映する
プロフィールを識別する目的で、利用可能なユーザプロファイル２４を通して自動的に検
索することにより選択に関して作動する。識別されたプロファイルは、次に、一般的に評
価されたメディアコンテンツアイテムに基づき、現在のユーザのプロファイルに対して相
関される。好ましくは、これらの相関は、作業表４４に記憶されるベクトル関係として表
すことができる。そのベクトル関係は、次に、ユーザ３８により評価されていない他のメ
ディアコンテンツアイテムに対するユーザ３８の可能性の高い興味レベルを予想する基準
として使用されることが好ましい。プロファイル相関の程度及びユーザ３８に既知又は明
らかに既知ではないメディアコンテンツアイテム間の関係の相対的強さは、ベクトル表示
の可能性が高い興味レベルを形成する一助となる。この更なる処理は、好ましくは、作業
表４４に一時的に維持される中間データセットの生成をもたらす。
【００２２】
　最終推奨セットを生成するためのこれら及び他の任意の中間的手法で生み出された中間
結果セットは、次にシステム処理４２によりグループと見なされる。中間セットは結合さ
れ、異なる中間セットでの包含頻度、異なる中間セットでのメディアコンテンツアイテム
の相対的順番、及び、メディアコンテンツアイテム間の相互関係の属性関連の強さを潜在
的に含む、任意の数の因子に基づいて自動的に順番を付けられるのが好ましい。
【００２３】
　一旦中間セットが結合されてそれに応じて順番が付けられると、システム処理４２は、
得られた推奨セットリストを管理できる数に整えて、推奨をユーザ３８に呈示してもよい
。呈示された推奨リストは、作業表４４に一時的に記憶されることが好ましい。ユーザに
呈示された推奨セットの履歴はまた、ユーザプロフィールに記録するか、又は、ユーザプ
ロファイル関連して記憶することができる。更に、特定の推奨メディアコンテンツアイテ
ムに対する興味レベル、特に本発明によるこのような推奨のブラウジングを通して推論で
きるそれは、ユーザプロファイルの一部として記憶される。すなわち、ユーザのブラウジ
ング行為に関連して検討又は調査されたメディアコンテンツアイテムは、ユーザにより少
なくとも暗示的に評価されてユーザプロファイルに記憶されたものであり、これは、ユー
ザプロファイルを相関する個人及びグループ指向の両方の基準を十分に拡張及び強化する
。ユーザプロフィールがそのように拡張されるにつれて、推奨セットを生成するシステム
処理４２の効果が改善される。
【００２４】
　本発明の好ましい実施形態に関して、コンテンツ指向及び協調指向メディアコンテンツ
アイテム推奨を定式化するのに使用される情報を記憶するために、作業表４４内の多重デ
ータ表が採用される。他の論理データ表示を容易に使用することができるが、以下のよう
な表に整理された表示が好適である。
【００２５】
　（表Ｉ）データ表



(9) JP 4743740 B2 2011.8.10

10

20

30

40

50

【００２６】
　ユーザがシステム処理４２に要求をもたらすと、最終結果表を含むメモリ内作業表はク
リアされる。次に、コンテンツデータベース及びユーザプロファイルの表を用いて、ユー
ザにより識別された「お気に入り」メディアコンテンツアイテムに基づき推奨が決められ
る。推奨は、その後、最終結果表に記憶される。最終結果表のメディアコンテンツアイテ
ムは、次に特徴付け属性の重みをキーとして使用して分類されることが好ましく、分類さ
れたアイテムの出力リストはユーザに表示される。本発明の好ましい実施形態では、メデ
ィアコンテンツアイテムの出力は、パーソナルコンピュータのモニタ、キオスク表示器、
パーソナルオーガナイザー・タッチパッドスクリーン、携帯電話表示器、及び、他の通信
接続された情報用スクリーンによる表示など、ユーザアクセス可能表示器に表示される。
【００２７】
　本発明の好ましい実施形態の構造の詳細図を図２に示す。照会システムの論理システム
アーキテクチャ５０は、利用可能なメディアコンテンツアイテムに関するリスト及び情報
を包含する１つ又はそれ以上の業界データベース５２から作動することが好ましい。音楽
指向業界データベースには、通常、アーティストや他の組織によって製作されたシングル
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盤、アルバム、及び、コンパクト・ディスクのリストが包含されているであろう。列挙さ
れたアーティストの個人情報及び特定メディアコンテンツアイテムに関するライナーノー
トや写真を含んでもよい。メディアクリップ及びコンテンツサンプル、ツアーボスター画
像、及び、画像及び文書も、同じく他のデータベース、可能性としては第三者のデータベ
ースに含めるか、又は、そこで参照されるようにしてもよい。
【００２８】
　エキスパート重み付けフィルタ５４は、特徴付け属性を共有するアイテムの重み付け係
数を関係付けて提供する業界データベース５２に列挙された様々なアイテムの論理マップ
を準備する。マップのデータは、重み付け値によって限定された１つ又はそれ以上の２項
関係のセットとして記憶されることが好ましい。音楽トラックのマップデータには、以下
が含まれてもよい。
　｛アーティスト1←→トラックA（１．０）｝
　｛トラックA←→映画5（１．０）｝
　｛コンパクト・ディスクX←→トラックA（１．０）｝
　｛アーティスト1←→コレクションM（１．０）｝
　｛オーケストラ←→トラックA（０．６）｝
　｛（アーティスト1←→アーティスト2（０．４）｝
　｛アーティスト1←→オーケストラ（０．１）｝
　｛オーケストラ←→トラックA（０．６）｝
　｛アーティスト1←→１９９０年代ブルース（０．８）｝
　｛アーティスト1←→１９８０年代ソウルミュージック（０．７）｝
　マップ重み付け値１．０は、特定のアーティストが特定のトラックを収録するなどの一
定の関係を示すことが好ましい。重み付け値が割り当てられるが、このような関係は、定
義的にはただの２項関係である。重み付きの関係を特徴付ける、より少ない重み付け値は
、類似度に関する主観的なエキスパートの意見を表す。すなわち、このマップは、従って
、特定の特徴付け属性に基づき、また、オプションとして最小重み付け値により更に限定
された、業界データベース５２に列挙されたメディアコンテンツアイテムを選択的にフィ
ルタリングするのに使用することができる。
【００２９】
　最終重み付けフィルタ５６は、システム５０のユーザから収集されたグループ挙動６０
及び他のソースから得られた挙動とエキスパート重み付けフィルタ５４の生成物とを結合
するのに使用されることが好ましい。本発明の好ましい実施形態において、グループ挙動
は、ユーザによる異なるメディアコンテンツアイテムの検討及び調査を集合的に反映する
。好ましくは、これらの挙動は、最終重み付けフィルタ５６において、重み付け値によっ
て限定されたメディアコンテンツアイテムの特徴付け属性の間の２項関係で作られたマッ
プとして再度表わされることが好ましい。すなわち、最終評価フィルタ５６を通じて行な
われる更なるフィルタリングは、ユーザコミュニティの価値観及び興味を反映する協調機
能を効果的に実行し、システム５０により生み出された推奨セットの選択において、目標
とする、しかし好ましくは弱められたバイアスをもたらす。
【００３０】
　グループ挙動６０の一部として収集された他の挙動は、使用される時、外部的に作り出
された異なるメディアコンテンツアイテムの投票、ランキング、及び、評価から得られる
ことが好ましい。これらの外部挙動ソースには、人気のあるメディアコンテンツアイテム
の週間及び他のトップテンリスト、重要な新しい芸術系作品の公開されたレビュー、現行
のスポンサ付き番組、及び、広告が含まれてもよい。これらの場合の各々において、これ
らのソースから供給される情報は、収集されたグループ挙動６０を通じて処理され、エキ
スパート重み付けフィルタの生成物に対して収集されたユーザ挙動と共にフィルタリング
マップとして適用し得る形態に外部的に変形される。時間が経つと、最終重み付けフィル
タは、従って、エキスパート重み付けフィルタ５４の機能と作動さえも実際には包含して
もよい。
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【００３１】
　最終重み付けフィルタ５６の生成物は、照会システム６２への２つの情報入力の１つと
して準備されて提供される。第２の入力は、現在のユーザにより作り出された現在のユー
ザプロファイル６４から得られる。すなわち、ユーザがシステム５０にログインするか、
又は、他の方法でシステム５０に確認された時は常に、ユーザプロファイル６４は、プロ
ファイルデータベース２４からアクセスされる。ユーザプロファイルは、ユーザにとって
個人的に興味があるメディアコンテンツ品目の特徴付け属性を表すデータを包含すること
が好ましい。このデータは、ユーザが見た時の特定アーティスト、ジャンル、及び、メデ
ィアコンテンツアイテムの主観的な相対評価を形成するのに使用される。しかし、このデ
ータは、再度２進法のメディアコンテンツ関係としてユーザプロファイル６４に最終的に
記憶されるのが好ましい。
【００３２】
　異なるメディアコンテンツ及びコンテンツアイテムにおけるユーザアイデンティティ及
び特定の興味の特定の記述を含むユーザプロファイル６４の幾つかの態様は、直接に編集
されてもよいが（６６）、ユーザプロファイル６４の多くは、ユーザ挙動６８の分析から
得られることが好ましい。ユーザ行為は、推奨セット７２をナビゲートする際の直接的な
ユーザ入力行為６６及びユーザブラウズ行為７０を監視することによって得られるが、ユ
ーザの一般的及び特定の興味を識別して、それらの興味の相対的強さを測るために試験さ
れることが好ましい。図３に全体的に示すように、挙動分析システム７８は、ユーザから
明示的及び暗示的挙動を収集する。明示的挙動は、特徴付け属性メディアコンテンツアイ
テム間の興味関係のレベルを直接識別するユーザにより取られる直接的行為として定義さ
れる。従って、明示的挙動の経験的な選択は、ユーザの興味の最も直接的な指示を反映し
ていると認めることができる。本発明の好ましい実施形態では、ユーザプロファイルの創
出に関連して監視及び分析された明示的挙動が表ＩＩに列挙されている。
【００３３】
　（表ＩＩ）明示的ユーザ挙動

【００３４】
　図３に示すように、ユーザは、特定メディアコンテンツ属性及びコンテンツアイテムに
対するユーザの興味とこれらの興味の相対的強さとの直接的記述を得るために、初期に及
び進行中ベース８４で、面接、調査、及び、様々な質問を受けてもよい。ユーザプロファ
イルのユーザ主導の編集も、同じくサポートされることが好ましい（８６）。これらの編
集をサポートするために、ユーザは、特に表示された関係の重み付け値を含む関係をユー
ザが調整することを可能にする、ユーザプロファイル６４に記憶されている興味の関係の
表現を呈示されることが好ましい。
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【００３５】
　監視及び分析された暗示的挙動は同じく経験的に識別されるが、主として、推奨された
メディアコンテンツアイテムの個々及びグループの調査及び検討を含め、ユーザが推奨セ
ット８８をナビゲートとする際に行う行為からのものである。監視及び分析されたブラウ
ジング行為８８から認識された暗示的挙動８８は、本発明の好ましい実施形態において、
ユーザプロファイルの進行中の創出をサポートする上で表ＩＩＩに列挙されている。
【００３６】
　（表ＩＩＩ）暗示的なユーザ挙動

【００３７】
　これらの暗示的ユーザ挙動８０は、ブラウジング活動を通じてユーザにより示唆的に表
わされたメディアコンテンツ属性及びメディアコンテンツアイテムに対する興味を識別す
るために解析される。この解析の結果は、好ましくは、ここでもまた、メディアコンテン
ツアイテムの特徴付け属性と、興味の強さを表す関係の相対的重み付けとの間の２項関係
セットである。
　明示的挙動８２及び暗示的挙動８０から生み出された２項関係及び重み付けは、その後
にプロファイル記憶装置２４内のユーザプロファイル６４に記憶される評価９０として表
わされる。本発明の好ましい実施形態では、評価は、包含的に１．０から－１．０までの
範囲内の正規化された値として表わされる。
【００３８】
　好ましくは、信頼性レベル９２が同じく評価９０と共に生成される。明示的挙動８２に
ついては、信頼性レベルは、一般的に正規化値９．０として表わされる。暗示的な挙動８
０については、信頼性レベルは、それ自体がユーザ行為分析の生成物である。すなわち、
暗示的挙動の信頼性レベルは、監視されたユーザ行為が興味とユーザが決めたその興味の
強さとを表すという、経験に基づく確実性の反映である。正規化されると、暗示的評価の
信頼性レベルは、好ましくは、９．０から０．０までの範囲である。
　信頼性レベルが生み出され、照会システム６２によってユーザプロファイル６４に関連
して引き続き使用されることが好ましい。これらの信頼性レベルはまた、収集されたグル
ープ挙動６０の一部としての一般的使用に向けて維持されることが好ましい。
【００３９】
　エキスパート重み付けフィルタ５４は、フィルタ５４の一部として確立された関係に対
する信頼性レベルデータを同じく含んでもよいが、本発明の好ましい実施形態は、そのよ
うな信頼性データを利用しない。むしろ、エキスパート重み付けフィルタによりもたらさ
れた重み付き関係データは、エキスパート重み付けフィルタ５４のデータを維持及び更新
するどのような当事者によるものにせよその任意のその後の修正がもたらされる時に、経
時的な重み付き関係のいかなる変化をも表すものとして受け入れられる。
【００４０】
　逆に、本発明は、少なくともユーザ及びグループが示唆した挙動評価に付随する信頼性
レベルを徐々に下げることにより、経時的なユーザの興味の変化の可能性を認識する。徐
々に下げる割合は、やはり経験的なものであるが、特定の明示された興味の継続的な評価
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及び信頼性レベルをサポートするユーザ行為の変動に基づく試験に左右される。その結果
、システム５０の経時的な積極的な使用により、ユーザプロファイル６４は、ユーザの興
味が経時的に変化し得るとしても、ユーザの興味を密接に反映するものとして残ることが
できる。それと同じく、示唆的挙動の分析を通じて存在すると誤って推論された興味は、
繰り返されたり、又は、頻繁に繰り返される可能性は低く、その結果、それらの評価に付
随する信頼性レベルは、経時的に格下げされる。
【００４１】
　図４を参照すると、結果的に得られるユーザプロファイル２４のセットは、明示的、暗
示的、及び、他の直接的な評価情報ソース１００、１０２、及び、１０４から得られた相
互に関連する特徴付け属性のプール又は疎行列９６として見ることができる。好ましくは
、これらの関係は、プロファイル６４を有する個々のユーザの特定により更に別々に識別
可能である。疎行列９６の別の図を図５に示す。疎行列９６のセルは、ユーザと特定の特
徴付け属性との組み合わせのデータを記憶する。ここで、コレクション（ＣｏN）、トラ
ック（ＴｒX）、アーティスト（ＡｒY）、及び、ジャンル（ＧｅZ）の特定の事例は、個
々のユーザの評価及び信頼性レベルに対して相関されている。
【００４２】
　再び図２を参照すると、システム５０の現在のユーザに相当する疎行列９６の部分は、
現在ユーザプロファイル６４として照会システム６２に呈示される。ユーザの要求行為に
応答して、照会システム６２は、推奨セット７２を生成する。これらの要求の形式は変化
してもよい。しかし、現在のユーザが呈示できるようにされた各要求は、システム５０に
知られるメディアコンテンツアイテム５２が推奨セット７２に洗練されるために何らかの
基準又は起点を特定することが好ましい。好ましくは、ユーザ要求行為は、システム５０
に対するメディアコンテンツアイテムを識別する。他の要求の種類は、表ＩＶに列挙され
ている。
【００４３】
　（表ＩＶ）要求の種類

【００４４】
　図６に示すように、照会システム６２は、ユーザプロファイル６４と最終重み付けフィ
ルタ５６の生成物とから集合的に構築されたデータセットに亘るグラフ走査(traversal)
システムとして作動することが好ましい。アーティスト及び特定トラック間などの１対１
として固定された特定の関係は、２項関係として形成される。実際上、他の主観的関係は
、重み付き関係である。重み付きの関係の値は、異なるトラック間やアーティストと特定
ジャンルとの間など、関連する特定の特徴付け属性に特有のものである。
【００４５】
　公知のメディアコンテンツアイテムの異なる特徴付け属性間の重み付き関係に基づいて
、データセットの走査は、要求が特定したいかなる起点からも他の最も関連が強いメディ
アコンテンツアイテムのセットに行うことができる。すなわち、ある与えられたトラック
に類似するメディアコンテンツコレクションを識別する要求は、トラック1→アーティス
ト1→ジャンルA→アーティスト2→トラック2→コレクションXといったグラフ走査をもた
らすことができ、ここで、走査の各段階は、段階の重み付き評価及び信頼性レベルによっ
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て修正される。従って、完了した走査の各々は、最終的な計算された評価及び信頼性レベ
ルを有する。走査段階に関して累積される重み付け値は、もしあればユーザプロファイル
６４の疎行列において与えられる対応する重み付き関係と最終重み付けフィルタ５６から
提供された関係重み付けとから得られる。好ましくは、照会システムによって経験的な正
規化が適用されて、ユーザプロファイル６４及び最終重み付けフィルタ５６により別々に
もたらされる重み付けの上に付される相対的重要性を相応的に均衡させる。同様な方法で
、収集されたグループ挙動及びエキスパート重み付けフィルタ５４から受信された重み付
けに対して、最終重み付けフィルタ５６により経験的正規化が適用される。すなわち、正
規化されると、完了した走査は、ユーザにより選択されたどのような判断基準であっても
それに基づき、また、アーティスト別のアルファベット順、全体的な強さ評価、又は、信
頼性レベルのいずれかに基づいて、評価及び分類することができる。
　完了していない走査は、規定の閾値よりも下にある蓄積された評価及び信頼性レベルの
結果である可能性がある。他の走査は、段階の数の規定限界を一旦超えてしまうと完了し
ない場合がある。
【００４６】
　呈示された推奨セット７２に基づいて、ユーザは、メディアコンテンツアイテムの識別
されたセットをブラウズ７０し、新しい要求をシステム５０に呈示することが可能になる
。この新しい要求は、推奨セット７２から独立したものであってもよいが、セット７２の
何らかの特徴付け属性に基づくことが好ましい。すなわち、推奨７２内のメディアコンテ
ンツアイテムの個々の利点を調査及び検討する際に、ユーザは、新しい要求及び対応する
推奨セット７２の作成に対する基準として使用するためにメディアコンテンツアイテム又
はそのアイテムの特徴付け属性を参照してもよい。このサイクルは、ユーザの興味に関し
てユーザプロファイル６４を改良する追加情報を供給してユーザに特に興味のあるメディ
アコンテンツアイテムの検索を深める度に繰り返すことができる。
【００４７】
　最後に、図７Ａ、図７Ｂ、及び、図７Ｃは、本発明の好ましい実施形態に従ってユーザ
に対して推奨を作成するシステム５０全体の流れ図を示す。図７Ａ、図７Ｂ、及び、図７
Ｃは、システムのユーザから入力を受け入れて、結果をシステムのユーザにもたらすため
にシステム５０が辿る論理的流れを示す。以下の実施例は、音楽推奨サービスを提供する
本発明の好ましい実施形態の作動を示すものである。
【００４８】
　実施例
　本システムの好ましい用途は、２つの主なクラスに分類することができる。第１のクラ
スは、システムがユーザの直面している選択数を絞り込む際にユーザを補助する場合の用
途に関するものであり、この時点で、ユーザは、購入又は消費するアイテムを選択する前
に、システムにより提供されたナビゲーションの手助けを使用して推奨及び関連アイテム
を探求し始める。この第１グループの使用例は、ユーザが購入に興味があり得るコンパク
トディスクをユーザが識別するのを補助することであろう。システムは、コンパクトディ
スクのリストを示唆することになり、次に、ユーザは、アルバムの詳細を個別に見るであ
ろうし、アルバムのトラックの幾つかの予告サンプルを聴いてもよい。代替的に、ユーザ
は、関係ナビゲーションツールを使用して、関連アイテム（アルバム、アーティスト、及
び、ジャンルなど）をナビゲートしてもよい。いずれにしても、ユーザは、自分にもたら
された情報に基づいてどのアイテムを購入するか最終的に決めるであろう。
【００４９】
　可能性のある用途の第２のクラスは、ユーザがシステムの推奨だけに基づいてシステム
が推奨したメディアアイテムを購入（又は、達成）する場合である。この筋書きにおいて
、ユーザは、自動的に作成される推奨を受け入れるのに十分な信頼をサービスに示す。こ
の使用クラスの更なる実施例は、自動的に購入されてトラック単位でユーザに演奏される
と思われる音楽コンテンツの推奨である。純粋な協調式システムと異なり、説明した本発
明は、ジャンル、アーティスト、及び、年度などの所定の属性を使用するコンテンツアイ
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テム間に固有の関係を使用して、最小の好み情報（好みのシングル盤アルバム）でその知
識をブートストラップするであろう。
　両方のクラスの例では、ユーザは、ユーザが推奨されたアイテムを気に入った度合いを
示す、推奨に関するシステムへのフィードバックを供給することができるであろう。
【００５０】
　以下は、オンライン・フルフィラーからの購入に向けて利用可能な音楽アルバムのデー
タベースに関して実施し得る場合のシステム作動を示すものである。それは、初期のユー
ザ好み入力からそのユーザにもたらされる音楽アイテムの推奨までのシステム作動を辿る
。
　最初に、中間的な表は、ユーザ推奨に関するデータをクリアされる。これは自動的に起
こり、ユーザによる入力又は介入は一切必要ではない。ユーザは、次に、お気に入りの音
楽アイテムをシステムに入力するように促される。ユーザは、その情報を既に以前にシス
テムに入力していてもよい。入力されたアイテムの件数は、１つ又はそれ以上のアイテム
であり得る。ユーザは、書込用紙式インタフェースを使用して音楽アイテム及び評価を明
示的に入力してもよく、又は、システムがシステムに基づくユーザ行為の観察に基づいて
音楽アイテムの暗示的評価を得てもよい。音楽品目は、以下に限定されないが、アーティ
スト、アルバム、ジャンル、及び、トラックを含む場合がある。音楽アイテムは、流行歌
、イージーリスニング、及び、ダンス／流行歌などの関連の音楽スタイルのグループに特
異であってもよく、又は、流行歌やデスメタルなどの関連のないスタイルに亘るものであ
ってもよい。第１の場合には、システムは、関連スタイルのグループの音楽アイテムを推
奨することになる。第２の場合には、システムは、推奨の基準に使用する音楽スタイルに
関してユーザを促すことになる。システムは、次に、推奨をユーザが選択したスタイルに
密接に関係するスタイルに限定するであろう。多岐に亘る音楽の好みを自動的に検出する
システムの能力は、ユーザの現在欲するスタイルに基づく推奨の配送をシステムがサポー
トするのを可能にすることになる。例えば、ユーザは、ビデオゲームをする時とは異なる
音楽をディナーパーティー用に要求してもよい。
　本システムは、制限が必要であるかどうかを調べる。必要である場合、システムは、お
気に入り表を通ってループ状に動き、ユーザが選択したスタイルと関係のないどのような
アイテムも除外する。
　本システムは、処理段階をコンテンツ推奨流れと協調推奨流れとである２つの流れに分
割する。
【００５１】
　コンテンツ推奨
　本システムは、この場合は「ペット・ショップ・ボーイズ」というアーティストである
ユーザお気に入り表の第１のアイテムにアクセスする。このアイテムは、最大１０のうち
の９の評価を有する。
　本システムは、アイテムが何も処理されていないので０で初期設定された現在のベスト
とアイテムの評価とを比較する。その評価が現在の最高評価よりも高い評価を有するので
、システムは、その音楽アイテムをコンテンツ入力表に追加する。
【００５２】
　次に、本システムは、ユーザお気に入り表に更にアイテムがあるかチェックする。そこ
には、「ニューオーダー」（６）及び「ザ・クランベリーズ」（６）の２つの残り物アイ
テムがある。両方とも、第１アイテムよりも低い評価を有しており、従って、コンテンツ
入力表には追加されない。入力表のアイテム数の制限は、システムがそれに基づいて推奨
できるより大きな範囲のアイテムを与えるために、１つから更に多くのアイテム（恐らく
３つから５つ）に増加し得ることが可能である。
　残りの２つのアイテムを処理した後、システムは、これ以上のアイテムはお気に入り表
に残っていないと判断する。この時点で、システムは、評価９の「ペット・ショップ・ボ
ーイズ」を包含するコンテンツ入力表を有する。
　本システムは、次にコンテンツ入力表の第１アイテムにアクセスする。このアイテムは
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、評価９の「ペット・ショップ・ボーイズ」である。
【００５３】
　本システムは、アーティスト、アーティスト協会、アルバム、及び、ジャンルの表を捜
し、コンテンツ入力音楽アイテムに関する音楽アイテムを検索する。見つかった各アイテ
ムは、付随する関係重みを付してコンテンツ結果表に追加される。
　この場合、「ペット・ショップ・ボーイズ」は、「英国流行歌」及び「１９８０年代ダ
ンス」というジャンルに属する。これらの２つのジャンルは、コンテンツ結果表に追加さ
れる。「ペット・ショップ・ボーイズ」は、「アーティスト協会」表を使用した「ニュー
・オーダー」のグループと似ている。「ペット・ショップ・ボーイズ」は、「バイリンガ
ル」と呼ばれる高く評価されたアルバムを有する。これらのアイテムは、全て「ペット・
ショップ・ボーイズ」に関連し、「コンテンツ結果表」に追加される。
【００５４】
　協調推奨
　本システムは、お気に入り入力表のアイテムにアクセスし、それらをメモリに記憶され
るベクトルに変換する。ベクトルは、アイテム及びそのアイテムに対するユーザ評価を包
含する、お気に入り入力表のアレー式表現である。
　この場合、ベクトルは、図５に示すように「ペット・ショップ・ボーイズ」、「ニュー
・オーダー」、及び、「ザ・クランベリーズ」を包含する。
　本システムは、「クラスタ」表にアクセスする。クラスタ表は、ユーザの所定のクラス
タを表す有限個数のベクトルを包含する。クラスタ表は、システムにユーザベクトルを他
の全てのユーザベクトルと比較することを要求しないことにより、システム性能を改良す
るのに使用される。システムは、「クラスタ」表の第１のベクトルにアクセスし、上記で
詳細に説明した補正アルゴリズムを実行して、クラスタとユーザとの間の相関を判断する
。この場合、クラスタは「ダンス」であり、その相関は９４％である。
　この相関が現在の最高値よりも高い場合、最高値は０に初期設定されるのでそうである
はずであるが、そのクラスタは、目標クラスタ表に追加される。
【００５５】
　本システムは、次に、クラスタ表にそれ以上のクラスタベクトルがあるかチェックする
。クラスタベクトルがある場合、システムは、この場合は「ヘビーメタル」及び「ロック
ンロール」である残りのクラスタに亘ってループ状に動き、クラスタベクトルのユーザベ
クトルとの相関を計算し、その相関を最も高い相関と比較して目標クラスタ表のベクトル
を処理されているクラスタベクトルと置き換える（相関が最も高い相関に等しい場合、目
標クラスタ表は、２つ又はそれ以上のベクトルを包含することになる）。この場合、残り
のベクトルのいずれも、「ダンス」クラスタと比べてユーザベクトルと良く相関していな
い。
　本システムは、ここで、ユーザは「ダンス」というクラスタに最も良く適合し、ユーザ
の部分集合にユーザを一致させる検索を非常に素早く絞り込むことができると判断したの
である。ユーザは、ユーザが多岐に亘る音楽の好みを有する場合、多くのクラスタと関連
付けることができる。
【００５６】
　一旦システムが現在のユーザの目標クラスタを決めると、システムは、ユーザプロファ
イル表を更新し、決定された目標クラスタをユーザとリンクさせてエントリに時間を刻印
する。ユーザプロファイルのこの更新により、システムは、性能上の利点として、要求が
ユーザのクラスタ接続の時間刻印が有効であるような時間フレーム内に入る場合、クラス
タ決定段階を省略することができる。この例の場合においては、処理のより詳細な実施例
を与えるためにその段階は無視されている。
【００５７】
　本システムは、ここで、「ダンス」である目標クラスタ表の第１のベクトルにアクセス
する。システムは、次に、「ダンス」クラスタとリンクしているこの場合はジョンとデー
ビッドである第１のユーザ（又は、複数のユーザ）に関してユーザプロファイル表を検索
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する。システムは、次に、選択されたユーザプロフィールと現在のユーザプロファイルと
の間の相関を計算し、それらは、ジョン（８９％）及びデービッド（７５％）である。
【００５８】
　この相関が相関閾値を満足して類似の好みを示す場合、本システムは、２つのユーザプ
ロファイルを比較して、現在のユーザプロファイルに存在しなかったユーザプロファイル
ベクトルに包含されたいかなるアイテムも識別するであろう。各品目の重みは、相関され
た評価重みを与えるために、相関に評価を乗じることにより決められるであろう。
　相関された評価重みが相関重み付き評価閾値を超え、ユーザがそのアイテムを気に入る
可能性が非常に高いことを示す場合、そのアイテムは、協調結果表に追加されるであろう
。そのアイテムが表の中に既に存在する場合、記憶されていた評価は、その２つの評価の
平均値で置き換えられることになるであろう。
【００５９】
　本システムは、次に、目標クラスタ表とリンクしたこれ以上のユーザプロファイルがあ
るかチェックするであろう。万一あった場合、システムは、残りのユーザベクトルにアク
セスし、上記のように各々を処理するであろう。
　一旦本システムが目標クラスタにリンクした各ユーザの処理を完了すると、システムは
、目標クラスタ表にいかなる目標クラスタも残っていないかチェックするであろう。万一
あった場合、本システムは、各クラスタを処理し、クラスタのユーザを現在のユーザと相
関させて、現在のユーザが気に入る可能性が非常に高いアイテムを判断するであろう。
　この時点で、本システムは、協調フィルタリング処理を完了したことになる。音楽アイ
テムと、ユーザがそのアイテムを気に入る可能性の程度の指示である音楽アイテムに付随
する相関重み付き評価とを包含する協調結果表が存在する。
【００６０】
　分類及び表示
　一旦コンテンツ関連アイテムがコンテンツ結果表に追加され、協調フィルタリング生成
アイテムが協働結果表に追加されると、本システムは、２つの表を互いに組み合わせて重
複内容を除外する（評価重みの平均化）。
　結果表のアイテムは、次にユーザのお気に入りアイテム表と比較され、いかなる重複内
容も結果表から除外される。これにより、ユーザが既に推奨において評価した品目を本シ
ステムが表示しないことを確実にする。
【００６１】
　結果表にアイテムが何もない場合、本システムは、「結果なし」ページを表示する。結
果表にアイテムがある場合、システムは、重みをキーとして使用して数の大きいものから
小さい順にこれらのアイテムを分類し、その結果をユーザに表示する。最高の重みを有す
るアイテムは、ユーザに対して最も強く推奨されるアイテムであり、従って、分類キーで
ある。
　ユーザは、追加の評価情報をシステムに提供することにより、更に推奨を探求できるこ
とになる。ユーザは、どのアイテムをサンプリング、購入、又は、消費するかについて、
その後の決定基準として結果リストを使用することができる。
【００６２】
　上記に示した実施形態は、音楽コンパクトディスクの推奨に関して検討されたが、本発
明は、ビデオ、デジタル音楽（例えば、ＭＰ３ファイル）、テレビ番組、書籍、及び、他
の消費者娯楽メディアコンテンツなどの他のアイテムを推奨するためにも同じく使用する
ことができる。
　本発明の好ましい実施形態の上記の説明の観点から、開示された実施形態の多くの変更
及び変形が当業者により容易に理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【図１Ａ】　本発明の好ましい実施形態の、ナビゲーション的ユーザインタフェースを含
む論理ハードウエア及びシステム実装の概要を与える図である。
【図１Ｂ】　本発明の好ましい実施形態の処理概要を与える図である。
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【図２】　本発明の好ましい実施形態に従って実装される個人化された照会システムのシ
ステム作動を詳細に示す詳細ブロック図である。
【図３】　本発明の好ましい実施形態に従う挙動データの収集及び編集を詳細に示すブロ
ック図である。
【図４】　本発明の好ましい実施形態に従って推奨セットを判断して提供する基準として
の個別化及びグループ挙動のプロファイルを確立するのに利用し得る多重情報ソースから
集められた情報の収集及び相関を示す図である。
【図５】　個別化ユーザ・プロファイリング・データセットの、特定メディアコンテンツ
アイテムとユーザとの間の関係の強さ及び信頼性を反映する相当部分の表示を与える図で
ある。
【図６】　個別化メディアコンテンツアイテム推奨を創出するために本発明の好ましい実
施形態に従って利用されるメディアコンテンツ特徴付け属性ネットワークのグラフ表示を
与える図である。
【図７ａ】　ユーザ入力の収集及び処理と、得られた推奨のユーザへの戻し呈示とを詳細
に示す好ましいシステム作動の流れ図である。
【図７ｂ】　ユーザ入力の収集及び処理と、得られた推奨のユーザへの戻し呈示とを詳細
に示す好ましいシステム作動の流れ図である。
【図７ｃ】　ユーザ入力の収集及び処理と、得られた推奨のユーザへの戻し呈示とを詳細
に示す好ましいシステム作動の流れ図である。
【図７Ｄ】　ユーザ入力の収集及び処理と、得られた推奨のユーザへの戻し呈示とを詳細
に示す好ましいシステム作動の流れ図である。
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